
綜
藝
種
智
院
に
つ
い
て

高
　
橋
　
　
俊
　
乗

口
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李
安
時
代
初
期
に
私
學
ε
辮
せ
ら
れ
る
も
の
は
数
少
く
な
い
。
そ
の
中
で
藤
原
氏
の
拗
學
院
、

王
氏
の
弊
総
藻
、
橘
氏
の
學
館
院
は
皆
朝
臣
の
名
族
が
各
々
一
族
の
子
弟
に
學
問
さ
せ
た
所
で
あ

っ
た
。
和
事
氏
の
弘
文
院
も
さ
う
で
あ
っ
た
。
稀
に
は
他
家
の
子
弟
を
入
れ
た
や
う
な
こ
ご
も

有
っ
た
ビ
見
え
て
、
朝
野
群
載
怒
入
に
高
橋
朝
臣
爆
撃
な
る
も
の
が
初
學
謡
南
曹
↓
而
鳥
影
冨
風
月
忌
見

え
て
み
る
。
南
曹
は
詳
し
く
は
大
學
南
曹
ご
言
ふ
べ
く
、
拗
學
院
の
事
で
あ
る
。
高
橋
氏
は
孝
元

天
皇
の
皇
子
大
彦
命
の
後
で
あ
っ
て
、
藤
原
民
ざ
は
全
く
別
の
氏
で
あ
る
。
藤
原
氏
の
　
門
で
な

い
高
橋
宗
贋
が
南
曹
に
遊
ん
だ
事
は
拗
軍
籍
設
立
の
趣
旨
か
ら
言
へ
ば
、
常
軌
を
外
れ
た
も
の
で

あ
る
◎
尤
も
右
の
事
は
後
鳥
朋
天
皇
の
元
永
三
年
（
身
空
七
八
○
年
）
の
文
書
に
見
え
て
み
る
事
で
あ

っ
て
、
既
に
官
立
の
大
學
の
嚢
期
し
た
後
の
串
來
事
で
あ
る
か
ら
、
元
摩
は
藤
原
氏
一
門
の
爲
に
創

設
し
た
學
舎
に
も
、
一
部
分
を
公
隣
し
て
、
大
話
寮
嚢
微
の
た
め
に
學
悶
す
る
に
困
っ
て
み
る
熟
心

　
　
　
　
綜
黎
灘
智
院
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
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三
〇

な
青
年
を
股
容
す
る
や
う
に
な
っ
た
か
も
知
れ
な
い
Q
し
か
し
宗
廣
は
後
塵
事
解
ハ
更
饗
乗
除
一

（網

?
）
へ
た
の
で
あ
る
か
ら
彼
は
勘
學
院
に
在
籍
し
た
後
に
更
に
大
患
の
算
道
に
學
ん
だ
も
の

で
あ
る
。
故
に
大
鋸
は
全
く
閉
鎖
さ
れ
て
居
た
の
で
は
無
い
Q
ご
に
か
く
拗
學
院
等
に
他
氏
の

子
弟
を
入
れ
π
の
は
稀
に
有
っ
た
こ
ご
で
、
例
外
の
事
で
あ
っ
た
。

　
氏
に
瀾
せ
す
一
般
の
熟
3
5
な
る
青
年
を
牧
冷
し
て
国
持
さ
せ
た
の
は
、
先
に
奈
良
蒔
代
末
に
石

上
朝
湿
宅
嗣
が
創
め
た
雲
亭
ご
、
塞
海
が
建
立
し
た
綜
悔
種
軍
属
こ
の
二
つ
あ
る
の
み
で
あ
っ
た
。

燕
云
亭
は
績
鷺
本
紀
懇
三
十
六
に
よ
る
ご
書
籍
を
置
い
て
謡
眠
み
た
い
も
の
に
は
肖
由
に
幽
幽
ま
せ
た

や
う
に
書
い
て
あ
る
か
ら
、
文
庫
で
あ
っ
て
學
綾
で
は
無
か
ら
う
ご
、
冒
ふ
人
も
有
ら
う
。
固
よ
り

今
獄
の
學
綾
ご
は
除
程
趣
を
異
に
し
て
み
る
か
ら
、
む
し
ろ
野
饗
館
の
部
顛
へ
入
れ
た
方
が
今
臼

の
眼
か
ら
見
れ
ば
正
し
い
の
で
あ
ら
う
け
れ
ざ
も
、
陽
型
氏
の
弘
文
院
だ
つ
て
口
本
後
紀
懇
入
に

よ
る
ご
、
和
氣
朝
臣
贋
世
が

　
　
大
學
南
邊
以
鵬
私
宅
｛
置
私
文
院
一
事
昌
内
外
経
書
艶
艶
懸
軍
懇
田
四
十
町
、
永
糞
恵
学
料
ハ
以
絡
脚
交
轟
蜜
焉
。

へ
た
ご
号
し
て
あ
る
か
ら
設
備
は
芸
亭
ビ
よ
く
似
て
み
る
。
そ
の
上
に
塞
海
は
芸
亭
を
先
例
ご

考
へ
、
こ
れ
を
筑
ハ
似
て
彼
の
院
を
建
て
た
事
は
琴
海
の
著
作
た
る
帯
出
縄
墨
院
野
並
序
に
よ
っ
て

φ
知
り
得
る
事
で
あ
る
○
も
つ
ご
明
瞭
な
避
難
を
あ
げ
る
な
ら
、
平
安
時
代
初
期
の
大
品
賀
陽
朝
臣
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豊
年
は
石
上
宅
嗣
の
高
第
で
あ
っ
た
。
昏
晦
は
豊
年
を
迎
へ
禮
待
栂
厚
、
届
滑
面
院
ハ
数
年
旧
聞
。
搏

究
群
書
め
さ
せ
た
の
で
あ
る
（
属
奉
後
絶
巷
二
十
四
）
。
こ
れ
ら
の
理
山
に
よ
っ
て
董
亭
多
種
の
學
舎
ご
見
た

・
方
が
當
っ
て
み
る
や
う
に
思
は
れ
る
。

　
又
右
の
弘
文
院
、
拗
學
院
、
裏
手
院
、
學
館
院
等
は
そ
れ
ぐ
大
慶
の
別
曹
こ
な
っ
て
み
る
。
弘
文

院
に
つ
い
て
は
此
の
院
の
事
を
最
も
古
く
記
し
た
日
本
風
紀
に
よ
る
ざ
別
曹
で
あ
っ
た
こ
い
ふ

鳥
海
は
な
い
か
ら
．
大
綬
の
刷
曹
で
あ
っ
た
ビ
断
言
す
る
わ
け
に
は
行
か
な
い
が
、
呼
名
抄
や
哲
宮

詑
に
ぱ
必
衰
ご
明
言
し
て
み
る
し
、
院
の
創
設
者
は
大
學
の
測
定
で
あ
っ
て
大
學
の
衡
隣
に
わ
ざ

わ
ざ
院
を
湧
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
文
広
で
あ
っ
た
ご
認
め
て
よ
か
ら
う
ご
思
ふ
。
　
別
心
ご
は
ざ

つ
ε
今
田
の
寄
宿
含
に
近
い
意
表
を
持
っ
て
る
た
言
葉
で
あ
っ
た
。
大
畠
の
嚢
へ
た
後
は
別
ご

し
て
、
大
釜
の
盛
大
な
頃
は
此
等
別
曹
の
蘇
生
は
院
で
綾
食
を
ご
り
、
自
習
を
な
し
、
講
嚢
は
大
學
で

聞
く
事
に
な
っ
て
み
た
ら
し
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
昨
年
六
月
の
本
誌
に
大
要
を
述
べ
て
お
い

だ
か
ら
再
説
を
し
な
い
○
だ
こ
ひ
露
量
を
他
の
意
昧
に
解
す
る
に
し
て
も
大
雄
ご
島
式
な
る
關

係
の
あ
っ
た
こ
ご
は
疑
ふ
べ
か
ら
ざ
る
事
で
あ
る
Q
大
恥
ご
は
全
く
關
係
な
く
、
濁
面
し
た
私
學

は
芸
亭
ご
此
響
の
綜
藝
種
智
院
の
み
で
あ
っ
た
。

　
綜
藝
種
智
院
に
擁
す
る
史
料
は
極
め
て
乏
し
く
、
僅
か
に
塞
海
が
灘
ら
撰
ん
だ
綜
藝
種
智
院
式

　
　
　
　
綜
蕪
種
智
院
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
ご
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三
二

並
序
ご
東
賓
記
こ
の
二
書
あ
る
の
み
で
あ
る
。
就
中
こ
の
三
二
は
塞
海
の
自
一
撃
で
は
あ
る
が
、
津

華
な
麟
優
文
で
あ
る
か
ら
、
我
々
の
知
ら
う
ご
す
る
意
昧
が
朦
朧
ビ
し
て
居
っ
て
捉
へ
に
く
い
敏

黙
が
あ
る
し
、
芳
野
記
は
鎌
倉
．
時
代
の
末
、
東
寺
の
學
儒
呆
賓
の
著
で
あ
る
が
、
ま
、
信
用
の
出
摩
な

い
記
事
も
交
っ
て
み
る
の
で
，
此
の
院
の
研
究
は
除
程
不
便
な
る
状
態
に
あ
る
。

　
綜
藝
種
智
院
の
名
は
佛
敏
に
て
は
顯
敏
ご
密
激
ε
を
併
せ
鍮
ね
、
此
れ
に
嬬
を
畑
へ
、
三
激
綜
蓮

し
て
智
識
を
成
就
・
さ
せ
よ
う
こ
い
ふ
趣
旨
か
ら
來
て
る
る
の
で
あ
る
が
、
承
和
手
二
年
の
民
部
省

符
に
よ
れ
ば
略
し
て
綜
藝
院
こ
も
言
っ
た
や
う
で
あ
る
（
難
儀
）
。
其
の
設
立
の
本
意
は

　
　
大
唐
城
、
坊
々
置
爾
塾
h
普
敷
乱
読
稚
ハ
縣
々
爆
郷
學
ハ
債
、
難
論
気
慰
殉
難
故
才
子
満
ノ
城
、
警
士
盈
ン
國
澄
今
是
華

　
　
滅
、
但
有
一
一
一
大
學
ハ
無
レ
蜜
陶
驚
怖
是
故
貧
幾
子
弟
、
無
“
所
レ
問
“
津
、
判
型
好
事
、
往
還
多
レ
疲
。
今
難
二
院
嚇
普
濟
昌

　
　
瞳
．
檬
嚇
不
一
一
亦
善
一
哉
。

ご
式
序
に
述
べ
て
あ
る
通
り
で
、
こ
れ
は
世
閥
周
知
の
事
實
で
あ
る
。

‘：

　
院
の
位
置
は
、
野
望
に
，
有
　
野
鴨
條
宅
隔
地
除
三
封
冊
崖
単
勝
閥
。
東
隣
羅
施
樂
慈
院
亟
近
も
侃
ハ
言
仁
祠
叫
ご
あ

る
の
で
推
想
で
き
る
。
郎
ち
此
の
院
は
左
京
の
中
で
九
国
ご
八
條
こ
の
聞
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
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、
又
こ
の
町
ご
は
長
さ
で
な
く
地
域
の
町
で
あ
る
が
、
そ
れ
も
今
日
の
段
別
ご
は
蓮
ふ
。
挙
安
都
刷

に
於
け
る
地
域
の
猛
毒
で
あ
る
。
例
へ
ば
八
條
ご
九
條
こ
の
閥
の
中
央
に
廊
廟
坊
門
（
囁
欝
籍

論
）
小
路
を
通
じ
重
に
各
々
の
問
に
小
路
を
通
蔓
藩
祖
を
四
等
分
し
て
あ
る
。
こ
の
颪
劃
ご
同

じ
幅
で
こ
れ
ら
東
西
の
海
路
ご
直
交
す
る
や
う
に
南
北
の
蓮
路
を
走
ら
し
て
あ
る
。
か
う
し
て

田
家
だ
小
さ
い
地
域
の
方
眼
、
帥
ち
小
路
で
黒
ま
れ
た
小
さ
い
正
方
形
の
地
を
町
こ
い
ふ
Q

　
施
藥
院
は
拾
芥
抄
に

　
　
藥
院
、
唐
橋
南
、
室
町
西
云
々
。
施
藥
院
岡
所
演
。
束
五
條
、
藤
氏
出
盧
、
轡
納
諸
國
悔
種
ハ
養
　
病
入
務
也
。

ご
あ
る
。
そ
の
地
圏
に
は
室
町
か
ら
西
洞
院
へ
亙
つ
．
て
示
し
て
あ
る
。
元
応
施
藥
院
は
天
李
二

年
（
紀
元
一
三
九
〇
年
）
光
明
皇
后
の
御
願
に
よ
っ
て
病
人
を
養
ふ
た
め
に
設
け
ら
れ
た
も
の
で
あ

る
。
　
一
時
衰
亡
し
た
の
を
軍
安
時
代
に
復
活
し
て
、
東
五
條
や
麿
風
あ
た
り
に
設
け
ら
れ
把
も
の

で
あ
る
。

　
面
忘
種
智
院
の
位
置
は
事
序
に
よ
っ
て
施
藥
院
の
衡
に
あ
る
筈
で
あ
る
。
そ
の
位
置
は
由
城

名
勝
志
懇
五
に

　
　
奮
跡
在
＝
九
條
坊
門
南
、
汕
小
路
西
一
ゆ
稻
荷
瀧
泣
所
南
也
。

ご
註
し
て
あ
る
。
こ
れ
が
共
の
蕉
跡
に
諭
す
る
蓮
宮
で
あ
る
。
こ
こ
ろ
が
右
註
記
の
す
ぐ
次
に

　
　
　
　
綜
藝
糎
智
院
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
三
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三
四

　
　
土
入
云
、
元
此
地
鐙
革
見
寺
司
秀
吉
公
築
洛
陽
絡
土
呂
時
“
遷
母
堂
齊
九
郷
党
輔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　
や
　
ゐ

ご
あ
る
。
　
此
の
総
土
堤
は
普
通
に
御
土
居
ご
脆
し
、
秀
吉
の
時
に
京
都
の
外
圃
に
心
し
拠
一
種
の

城
壁
で
あ
っ
て
今
も
所
々
に
共
の
跡
を
残
し
て
み
る
。
南
京
榔
で
は
盤
小
路
以
南
は
油
小
路
の

少
し
束
を
走
り
、
窟
橋
を
過
ぎ
て
か
ら
薄
型
し
、
堀
川
を
渡
も
、
東
寺
の
少
し
束
手
か
ら
奮
へ
曲
っ
て

九
條
池
へ
串
で
東
寺
の
南
を
西
射
し
、
四
塚
か
ら
北
へ
折
れ
る
の
で
あ
る
。
　
．
長
児
寺
は
も
こ
油
小

路
よ
り
塞
西
洞
院
よ
）
西
に
あ
っ
た
難
じ
、
（
礫
購
融
）
こ
れ
が
御
土
居
築
造
の
線
に
点
る
か
ら

移
縛
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
寺
が
名
勝
志
の
明
言
す
る
綜
藝
種
智
院
の
跡
に
在
っ
た
こ
す
れ
ば
、

院
も
酉
洞
院
か
ら
爾
に
在
っ
た
ご
見
穴
ぴ
け
れ
ば
な
ら
ぬ
○
又
名
勝
志
の
挿
地
獄
で
は
施
藥
院
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

拾
芥
抄
の
地
謡
の
如
く
室
町
よ
り
西
、
西
洞
院
よ
り
東
ビ
示
し
て
め
る
故
、
綜
藝
種
轡
院
の
位
置
を

右
の
如
く
酉
洞
院
よ
り
酉
ご
考
へ
直
す
べ
き
で
あ
っ
て
、
汕
小
路
酋
で
は
當
ら
な
い
。
か
く
考
へ

直
す
ご
式
序
の
東
隣
施
藥
二
院
の
句
に
適
合
し
て
捻
る
の
で
あ
る
。

閥舳mawu“

　
式
序
の
田
來
た
の
は
淳
和
天
皇
の
天
長
五
年
（
祀
元
…
質
入
盛
年
）
十
二
月
十
五
矯
で
あ
る
。
こ
の
年

を
以
て
院
を
建
立
し
た
年
に
擬
す
る
人
が
多
い
が
、
そ
れ
は
疑
は
し
い
。
式
序
の
文
中
に
建
立
し
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た
年
を
明
記
し
て
居
な
い
か
ら
，
何
年
に
着
手
し
何
年
に
落
成
し
た
か
ず
べ
て
不
明
で
あ
る
が
、
或

は
そ
れ
以
前
で
は
無
か
っ
た
か
ビ
思
ふ
Q
式
序
に

　
　
貧
滋
有
レ
意
レ
濟
“
物
、
籍
庶
　
襲
三
敷
院
輔

ビ
あ
る
か
ら
、
設
立
の
志
が
早
く
か
ら
め
っ
た
事
は
確
で
あ
ら
う
。

　
か
の
施
藥
院
は
職
漁
二
年
設
立
後
一
時
中
絶
し
た
も
の
こ
見
え
る
が
、
そ
れ
が
天
長
二
年
十
二

月
再
興
さ
れ
た
（
認
許
献
瀦
）
ご
見
え
て
、
こ
の
時
に
施
二
院
使
司
以
下
の
有
司
を
麗
い
た
こ
ご
が
傳

へ
ら
れ
て
る
ゑ
纒
姻
）
。
ヌ
藤
原
冬
嗣
は
晩
年
に
食
封
千
戸
を
罰
い
て
施
議
院
ご
拗
學
院
ご
に
施

輸
し
た
こ
ご
が
み
る
（
緻
翻
挿
後
）
。
恐
ら
く
冬
嗣
の
寄
進
し
た
施
盃
盤
ご
天
長
二
年
再
興
の
施
藥
院

ε
は
璽
の
も
の
で
あ
ら
う
ご
思
は
れ
る
（
雛
編
）
。
も
し
二
の
施
恵
院
に
し
て
九
條
庸
橋
に
あ
っ

た
施
藥
院
即
ち
綜
黎
覆
智
院
の
來
隣
に
あ
っ
た
施
藥
院
を
意
昧
す
る
も
の
な
ら
ば
、
綜
藝
種
智
院

は
天
長
二
年
以
後
の
建
造
に
か
㌧
る
も
の
で
あ
る
◎
併
し
此
れ
は
幾
分
の
確
証
性
が
あ
る
こ
ご

を
許
し
て
も
、
術
疑
を
残
し
て
お
く
べ
き
も
の
で
あ
っ
て
確
か
に
か
う
ご
断
定
は
出
寒
な
い
。

　
又
式
序
に
よ
れ
ば
西
海
は
こ
の
院
の
敷
地
を
跡
納
言
藤
大
綬
か
ら
貰
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の

入
は
締
も
如
何
な
る
名
乗
を
持
つ
入
で
あ
ら
う
か
。
僻
納
言
ご
は
も
ビ
大
納
言
か
中
納
言
か
少

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

納
言
か
に
任
懸
ら
れ
て
ゐ
淀
の
を
辞
し
た
ご
い
ふ
事
で
あ
る
。
卿
ご
は
一
入
省
の
長
官
を
さ
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
　
綜
識
瓢
糎
智
院
に
つ
い
て
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
五
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折
目
只
中
瓢
凹
究
　

弛謂

ｪ
十
毛
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
山
ハ

か
二
に
三
位
以
上
の
多
野
に
任
ぜ
ら
れ
し
者
覆
し
舞
瀾
大
輔
は
公
ビ
い
ふ
）
を
指
す
Q
大
中
納
言

　
（

は
卿
で
あ
る
が
、
少
納
言
は
從
五
位
下
相
當
で
、
殿
上
入
の
最
下
位
で
あ
る
赦
勿
論
卿
で
は
な
い
し
、

前
少
納
言
の
蝉
茸
を
存
し
π
ま
、
他
の
官
職
に
就
く
ビ
す
れ
ば
、
必
ず
從
五
位
下
よ
り
下
の
富
職

に
就
く
べ
き
筈
で
あ
る
か
ら
、
六
位
以
下
に
下
り
、
爾
夏
卿
で
は
な
い
Q
故
に
こ
、
の
僻
納
言
は
大

納
言
か
中
納
言
を
僻
し
た
こ
ご
、
な
る
。
天
長
ご
ろ
に
か
、
る
入
を
藤
原
氏
中
よ
り
探
し
て
み

る
ご
、
前
中
納
言
藤
原
三
守
一
入
し
か
み
な
い
。
こ
れ
古
摩
こ
、
の
藤
大
腿
を
以
て
藤
原
三
守
に

當
て
る
所
以
で
め
る
Q

藤
原
三
守
は
弘
仁
五
年
（
黒
物
四
）
式
翻
大
輔
に
任
ぜ
ら
れ
左
右
兵
革
督
に
腿
任
し
同
七
年
繋
麟

に
拝
し
、
同
十
二
年
正
月
三
十
七
隣
に
し
て
從
四
位
雛
中
納
言
に
任
せ
ら
れ
、
岡
十
濁
年
玉
月
中
納

晶
藁
に
糠
W
じ
正
三
位
を
煎
へ
ら
れ
た
が
、
｛
龍
命
を
’
那
へ
ら
れ
た
嵯
峨
天
朝
薫
が
…
國
を
喬
識
弟
恥
練
和
天
爵
黒
に

譲
ら
れ
た
に
よ
っ
て
、
上
表
し
て
致
仕
し
、
十
一
月
骨
ご
獄
聴
許
せ
ら
れ
た
か
ら
，
愚
い
て
嵯
餓
院
に

於
て
上
皇
に
近
侍
し
た
σ
そ
の
時
の
螺
子
を
公
郷
補
任
に
は

　
　
今
年
四
月
、
後
太
上
皇
鐸
遭
難
嶺
之
上
輪
坐
慮
姑
射
之
浪
が
錨
　
鎌
野
乗
一
越
居
　
院
鴨
納
書
以
一
蕃
邸

　
　
之
蔭
露
店
鰻
重
療
霞
之
幽
選
一
難
解
…
武
官
ハ
蟹
剣
殿
上
鱒
貌
者
鴬
レ
之
落
涙
、
識
者
悪
妻
雅
量
畷
天
皇
知
“
難
レ

　
　
強
，
許
レ
之
。
但
猶
謄
μ
継
中
納
言
h
今
レ
侍
｝
王
皇
院
岡

馴
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ご
あ
る
。
天
長
三
年
七
月
前
中
納
言
の
ま
、
刑
部
卿
に
任
ぜ
ら
れ
、
や
が
て
同
席
年
三
刀
大
納
言

に
欝
せ
ら
れ
、
翌
閏
三
月
兵
部
卿
を
兼
ね
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
綜
藝
三
智
講
式
並
序
の
仁
摩
た

天
長
五
年
＋
二
月
か
ら
九
箇
刀
前
で
あ
る
。
然
る
に
式
序
に
は
ま
だ
僻
納
言
ご
あ
る
・
三
守
か

ら
院
の
敷
地
を
譲
り
受
け
た
程
に
親
し
か
っ
た
察
海
が
式
序
脱
稿
以
前
九
箇
月
に
既
に
三
守
が

前
中
納
言
か
ら
類
稀
な
る
昇
任
し
て
み
た
事
を
知
ら
澱
ど
は
頗
る
い
ぶ
か
し
い
事
で
は
無
い
か
。

塞
海
は
天
長
五
年
の
こ
ろ
逡
國
を
横
行
し
た
こ
い
ふ
傳
は
な
い
か
ら
、
京
都
．
の
事
情
に
う
ビ
く
な

っ
て
み
た
や
う
に
も
見
え
滋
。
大
耳
は
東
寺
に
居
っ
た
や
う
で
あ
る
○
構
出
形
縣
米
澤
市
上
杉

紳
歳
所
燕
の
電
磁
紙
本
墨
書
の
綜
薮
種
智
挙
式
並
序
は
從
家
察
海
の
麗
筆
本
ご
傳
へ
ら
れ
て
る

た
が
、
そ
れ
は
種
々
考
讃
の
結
果
疑
問
に
附
せ
ら
れ
て
み
る
け
れ
ざ
も
、
塞
海
入
寂
後
ほ
ざ
遠
か
ら

ぬ
時
代
に
門
入
の
誰
か
や
書
い
た
も
の
で
あ
ら
う
ご
信
じ
ら
れ
て
み
る
（
突
蔀
省
蠣
隷
本
滑
津
蟻
集
第
二
聴
の
説
朋
）
。
そ
の
古

本
に
も
式
序
の
・
奥
蛍
麟
の
年
刀
は
右
の
通
り
に
な
っ
て
み
る
か
ら
㍉
天
長
五
年
二
十
二
月
な
る
年
刀
は

信
頼
、
し
。
う
る
も
の
で
あ
る
○

　
從
っ
て
三
守
の
大
納
言
に
拝
せ
ら
れ
た
年
／
1
ご
式
序
成
立
の
年
月
ご
の
問
に
妙
な
行
違
が
出

摩
て
く
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
恐
ら
く
院
の
設
立
が
三
守
の
大
納
言
に
任
せ
ら
れ
る
以
前
に
拠

來
な
事
魯
で
あ
る
か
ら
、
嚇
納
言
ご
書
い
た
も
の
で
あ
っ
て
、
院
設
立
の
後
何
年
か
立
っ
て
か
ら
式

　
　
　
　
綜
藝
種
物
院
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
七
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暫
學
観
究
　
第
入
十
七
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
八

序
を
害
い
て
文
章
に
よ
る
形
式
を
整
へ
た
も
の
で
は
無
か
ら
う
か
。
か
う
考
｛
、
る
ご
、
式
序
の
文

章
を
籐
軽
は
つ
き
り
解
し
う
る
や
う
に
思
は
れ
る
の
で
あ
る
。
式
序
に
よ
れ
ば
盛
海
ぱ
敷
地
だ

け
を
貰
っ
て
、
後
に
益
男
を
建
て
た
の
で
は
な
く
、
建
物
ご
勲
地
ご
を
併
、
せ
て
恢
只
つ
た
の
で
あ
る
。

も
こ
享
守
ご
其
の
一
族
が
九
條
の
地
に
邸
宅
を
構
へ
て
る
た
が
，
不
用
に
出
し
た
か
ら
、
之
を
學
舎

こ
な
す
意
志
で
以
て
室
海
に
寄
進
し
た
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
さ
き
の
馨
亭
．
じ
言
ひ
、
弘
文
院

ご
言
ひ
皆
私
宅
を
捨
て
＼
學
院
こ
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
三
守
し
此
の
先
例
に
倣
っ
た
も
の
で

あ
ら
う
Q

　
こ
れ
は
式
序
の
文
か
ら
直
接
に
推
論
し
う
る
こ
ご
で
あ
る
が
、
樹
他
の
方
鷲
か
ら
も
同
じ
結
論

に
達
す
る
こ
ご
が
出
選
る
○
第
一
に
此
の
院
の
敷
地
は
他
の
私
設
の
學
院
に
比
し
て
非
常
に
大

き
い
。
官
設
の
大
學
安
ビ
大
差
な
き
敷
地
を
も
つ
て
み
る
の
で
あ
る
。
大
黒
よ
り
も
盛
大
ε
な

っ
た
事
の
あ
る
渤
叫
出
さ
ヘ
一
町
で
あ
っ
た
。
然
る
に
こ
の
院
は
二
町
以
上
で
あ
る
，
こ
れ
は

も
ビ
三
守
の
や
う
な
大
官
の
屋
敷
で
あ
っ
た
こ
割
る
こ
ご
が
忠
摩
る
○
次
に
三
守
は
漱
育
や
學

尚
に
熟
心
な
人
で
あ
っ
た
Q
績
口
本
後
紀
（
岱
九
）
に
は

　
　
三
守
欝
欝
…
大
學
ハ
受
…
轡
五
縄
幻
へ
中
路
）
立
性
漉
恭
、
兼
明
畿
決
断
動
招
糊
剃
撃
発
h
接
レ
杯
促
レ
席
。
套
朝
之
訳
、
有
し

　
　
爾
學
徒
ハ
遇
剛
勲
…
塗
嚇
必
下
レ
馬
廊
過
レ
之
。
以
レ
此
當
時
世
総
…
。
云
々
。



菖鍵

牽
套

悪

睦四績寂みみ亡塞軍物致f、てて傳
つ
い
評

九

尊
は
當
時
世
に
喧

彼
は
官
位
を
僻
し

く
な
つ
π
Q
よ
つ

だ
い
希
望
が
あ
っ

の
推
論
ご
よ
く
一

　
　
養
鯉
有
レ
意
レ
濟

　
　
勲
金
h
忽
得
勝

　
ま
た
此
の
院
は

解
除
年
に
し
て
滅

か
ざ
う
か
ビ
怪
し

が
、
も
こ
三
守
が
住

み
る
か
ら
、
室
海
の

蝋勃

烽
燒
�
ﾜ
十
年

せ
ら
れ
る
撃
、
に
数
學
に
3
6
を
寄
せ
て
み
た
。
丁
度
弘
仁
＋
四
集
甥
↑
四
）

嵯
二
院
に
侍
す
る
こ
ご
、
な
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
彼
の
邸
宅
は
入
用
で
無

筆
は
畜
舎
を
設
け
る
爲
に
塞
海
に
寄
附
し
黒
海
は
早
く
か
ら
學
綾
を
建
て

ゆ
ゑ
．
喜
ん
で
之
を
貰
り
た
も
の
で
あ
ら
う
。
式
序
の
中
の
次
の
文
句
は
右

し
て
み
る
ざ
思
ふ
。

、
篇
葉
箒
幾
澄
…
】
澱
院
ご
警
守
レ
惣
、
千
金
即
癒
。
永
捨
瓢
券
契
『
癒
期
聖
地
↓
不
ダ
勢
駄
脚
孤
之

之
林
豪
幻
本
願
忽
戚
。
樹
レ
名
撃
綜
藝
種
智
院
刈

海
が
承
和
二
年
（
魏
ト
悶
）
に
入
建
す
る
ご
聞
も
な
一
捻
鵜
し
、
天
長
五
年
よ
り

し
た
。
あ
ま
り
早
く
亡
ん
で
み
る
の
で
果
し
て
室
隅
が
此
の
院
を
開
い
た

、
彼
の
抱
負
は
塞
想
に
絡
つ
た
の
で
は
な
い
か
ご
疑
ふ
入
も
あ
る
位
で
あ
る

古
し
た
家
崖
を
引
急
い
だ
ご
す
れ
ば
、
ざ
っ
と
孚
世
紀
問
保
持
さ
れ
た
の
で

後
久
し
か
ら
す
し
て
愚
労
し
た
ε
し
て
も
焦
り
不
霞
然
で
は
な
い
○
彼
の

い
て
る
た
の
で
あ
る
（
懸
章
藍
六
田
黒
鍵
葱
購
塵
土
は
）
。



∀
a

　
　
　
　
菅
県
弼
究
鰯
入
十
竜
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
〇

　
よ
っ
て
此
の
院
は
弘
仁
十
四
年
以
後
天
長
五
年
以
前
の
六
年
賜
に
寓
來
た
こ
ご
は
ほ
や
認
め

て
よ
か
ら
う
ε
思
ふ
Q
こ
の
賜
で
塞
海
が
敷
地
建
物
を
護
り
う
け
た
年
を
確
定
す
る
こ
ざ
は
今

日
よ
り
は
唯
察
想
す
る
ほ
か
に
方
法
が
な
い
ご
思
は
れ
る
が
ま
つ
天
長
二
年
ご
ろ
で
は
無
か
っ

た
で
あ
ら
う
か
○
天
畏
三
年
に
刑
部
卿
に
任
せ
ら
れ
て
み
る
か
ら
、
邸
宅
を
寄
進
し
π
の
は
、
そ
れ

以
前
で
あ
っ
た
ら
う
ご
思
ふ
。
叉
天
長
二
年
施
藥
院
．
再
興
の
事
を
式
序
に
言
ふ
施
藥
院
ビ
見
る

の
は
正
し
い
こ
も
正
し
く
な
い
こ
も
言
へ
な
い
が
、
穿
る
軽
度
の
確
ら
し
さ
が
あ
る
ご
許
す
ざ
し

て
天
長
二
年
ご
ろ
に
空
海
が
三
守
よ
り
綜
蕪
黙
黙
．
智
院
を
引
受
け
た
ε
い
ふ
想
｛
疋
ε
を
比
べ
る
ビ

孫
者
の
年
代
は
ほ
や
一
致
さ
せ
る
こ
ご
が
霞
競
る
○
零
は
い
く
ら
重
ね
て
も
零
で
調
‘
o
る
が
、
少
し

で
も
溝
鼠
性
の
あ
る
も
の
は
多
く
重
…
ね
て
夫
れ
み
＼
．
の
閥
に
矛
階
…
が
な
け
れ
ば
次
第
に
確
貰
性

を
貧
す
わ
け
で
あ
る
か
ら
疑
は
し
い
ご
し
て
妄
り
に
捨
て
る
に
は
及
ば
な
い
ど
思
は
れ
る
。

　
こ
、
に
東
賓
記
第
六
の
「
講
説
等
條
々
」
の
中
に
は

　
　
高
灘
大
師
、
輿
右
大
面
冬
嗣
公
、
麟
・
壇
契
約
不
淺
。
然
彼
公
爵
九
條
宅
∵
水
鴬
動
擁
壁
寄
携
、
大
師
．
聯

　
　
號
嵩
綜
藝
種
漕
院
輔

ε
あ
る
。
も
し
右
の
如
く
冬
嗣
が
九
條
の
宅
を
大
師
に
護
っ
た
ご
・
す
・
れ
ば
院
の
創
立
は
冬
嗣
の

緒
廊
去
の
年
即
ち
天
長
三
年
・
七
月
…
以
前
ε
な
る
○
け
れ
ご
も
欠
｝
嗣
は
一
度
も
納
言
を
僻
…
し
て
み
な
、
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い
。
大
臣
は
公
ご
言
ふ
べ
藩
・
」
で
あ
る
か
ら
卿
で
は
當
ら
な
い
。
故
に
右
の
文
ご
式
序
の
文
ご
は

合
は
な
い
。
よ
っ
て
二
説
を
折
衷
し
て
、
院
の
敷
地
は
元
摩
藤
原
多
嗣
の
駈
有
で
あ
っ
た
が
大
師

の
乞
請
に
よ
り
多
嗣
が
之
を
大
師
に
喜
捨
し
た
の
で
あ
る
○
し
か
し
そ
の
生
前
に
功
を
起
す
ま

で
に
運
ば
な
か
っ
た
か
ら
，
三
守
が
多
嗣
の
志
を
意
い
だ
も
の
で
あ
ら
う
ご
説
く
學
潜
も
あ
る
。

（蝋

?
擶
購
究
）
。
し
か
し
九
條
の
宅
は
藤
大
黒
の
宅
で
あ
っ
て
、
大
卿
の
宅
を
塞
海
が
譲
も
受
け
た

ご
式
序
に
明
言
し
て
め
る
。
又
冬
嗣
ご
大
師
ご
が
師
檀
契
約
不
レ
淺
ざ
い
ふ
の
も
疑
は
し
い
。
（
一
）
・

晋
か
ら
、
各
種
の
大
師
傳
に
か
、
る
語
を
載
せ
て
あ
る
。
爾
者
の
闘
係
は
全
く
否
完
も
鵠
鷹
な
い

が
、
＋
分
に
確
實
ご
墜
野
、
な
い
。
弘
法
大
師
御
子
（
、
鴎
・
蒼
P
）
や
大
師
御
行
欺
集
均
等
に
は

　
　
愛
右
大
臣
多
型
、
輿
大
締
師
檀
契
深
。
角
レ
倉
レ
繁
看
田
藤
原
民
一
之
由
被
駈
鵬
串
鱒
此
時
大
師
典
薦
寺
之
内

　
　
鐸
殊
勝
燐
ハ
建
｝
立
携
圓
嚢
ハ
奉
レ
安
｝
巖
不
塞
翻
索
喝

ビ
あ
る
が
、
史
實
か
傳
設
か
劉
別
し
に
く
い
○
今
日
国
賓
こ
な
っ
て
残
っ
て
み
る
南
圓
堂
前
の
燈

…
龍
は
多
難
常
時
の
も
の
で
あ
る
事
は
確
で
あ
る
が
そ
の
火
屋
の
扉
の
銘
文
は
塞
海
の
撰
並
に
書

で
あ
る
ご
言
ひ
、
或
は
橘
逸
勢
の
書
で
あ
る
ご
も
傳
へ
る
が
、
何
等
之
を
裏
書
す
る
確
誰
は
な
い
の

で
あ
ゑ
堂
下
難
露
）
。
た
こ
ひ
冬
嗣
ご
時
論
あ
交
際
を
＋
分
に
認
め
る
こ
し
て
も
綜
藝
種
饗
院

に
は
全
く
冬
嗣
が
關
記
し
な
か
っ
た
に
違
ひ
な
い
。
そ
れ
ほ
ご
親
し
い
多
嗣
か
ら
院
の
敷
地
を

　
　
　
　
綜
照
日
鍾
智
院
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
扁
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響
學
鶴
究
第
入
十
七
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
凶
二

貰
っ
た
も
の
な
ら
、
察
海
は
必
ず
式
序
の
巾
に
一
言
も
こ
言
も
す
べ
き
筈
で
あ
る
が
、
馬
寮
の
こ
こ

を
探
し
て
も
歴
れ
ら
し
い
言
葉
は
全
く
」
な
い
の
で
あ
る
。
從
っ
て
再
論
記
の
此
の
記
事
は
式
序

に
差
い
て
論
じ
て
摩
た
叙
述
を
破
る
カ
は
な
い
も
の
師
匠
は
れ
る
。

　
詑
　
2
）
三
浦
織
…
士
署
「
縦
史
ご
人
物
し
の
中
の
「
弘
法
大
師
」
の
翠
為
墨
譜
煙
ら
れ
よ
。

五

　
以
上
私
は
創
設
年
代
及
び
創
設
の
事
情
を
主
題
こ
し
て
此
の
院
に
愛
す
る
私
見
を
蓮
べ
て
摩

た
。
私
の
執
筆
の
鷺
的
は
こ
れ
で
終
っ
た
の
で
あ
る
が
、
な
ほ
す
こ
し
く
以
ま
、
の
縫
的
を
論
ず
る

に
四
っ
て
、
い
ま
ま
で
に
罷
れ
て
來
た
二
三
の
事
項
を
簡
軍
に
ま
こ
め
て
筆
を
欄
く
こ
竃
、
し
授

い
。　

此
の
院
の
激
突
方
針
が
．
儒
激
蒸
汽
を
兼
ね
學
ば
し
め
る
方
針
で
あ
っ
た
こ
ご
は
既
に
蓮
べ
た

障
り
で
あ
る
。
故
に
二
黒
に
は
急
激
の
師
ご
儒
敷
の
師
ご
あ
り
、
學
生
も
僧
俗
を
併
せ
股
容
し
た
。

僧
侶
で
も
儒
學
を
習
ふ
こ
ご
を
許
し
、
在
俗
の
士
も
佛
経
を
學
ぶ
こ
ε
を
許
し
、
い
つ
れ
な
り
ε
も

心
に
任
せ
て
選
鐸
さ
せ
た
。
し
か
し
本
営
ビ
し
て
は
言
ふ
ま
で
も
な
く
僧
門
の
君
は
内
典
を
、
俗

入
は
漢
絡
を
主
ご
し
て
野
竹
す
る
の
で
あ
る
。
　
五
二
は
贋
々
三
藪
注
言
っ
た
○
　
こ
れ
を
以
て
佛

幽
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儒
道
ご
解
し
（
性
璽
前
貸
の
如
く
）
又
は
詩
話
儒
ご
解
す
る
の
は
誤
で
あ
る
。
銑
に
述
・
へ
た
如
一
佛
敏
の
中
の

顯
漱
ご
密
激
ご
を
併
せ
之
に
儒
敷
を
衆
ね
る
意
昧
で
鳥
箒
ご
言
っ
た
の
で
あ
る
。
詩
序
の
中
に

は
一
脚
滋
や
溢
敷
に
つ
い
て
は
＝
喜
も
述
べ
て
み
な
い
が
、
干
て
次
の
や
う
な
句
が
あ
る
。

　
　
右
顯
密
二
激
僧
、
意
二
樂
勲
蓮
一
一
外
書
司

　
こ
の
院
の
維
持
は
、
寄
附
行
爲
に
よ
っ
て
み
た
事
は
二
二
に
何
回
も
記
違
し
て
あ
る
。
殊
に
式

の
最
後
に
は

　
　
若
有
意
蓋
レ
國
利
λ
、
志
粂
昌
趨
迷
讃
馳
煮
熊
野
鶉
塵
ハ
郵
資
望
慶
生
々
世
々
、
同
駕
・
　
野
乗
翼
利
瀞
生

ご
遽
べ
て
る
る
。
こ
れ
は
當
時
の
多
く
の
寺
院
學
含
ご
共
通
な
こ
ご
で
あ
る
。
し
か
し
婁
亭
や

弘
文
院
が
久
し
か
ら
す
し
て
衰
滅
し
た
如
く
、
此
の
院
も
早
く
滅
亡
し
た
。
天
長
五
年
よ
り
数
へ

て
七
年
B
の
仁
朋
天
皇
の
承
和
二
年
に
室
海
は
入
寂
し
た
。
塞
海
に
つ
い
で
東
寺
の
長
者
（
鰭
服
∀

と
な
っ
た
の
は
少
上
都
實
恵
で
あ
る
。
實
恵
は
承
和
十
四
年
に
入
寂
し
て
、
次
に
憺
正
興
濟
が
長

漕
こ
な
っ
た
。
塞
海
は
東
寺
に
居
っ
て
綜
藝
種
智
院
を
管
理
し
て
み
た
か
ら
、
彼
の
耳
払
は
實
惑

が
管
理
し
て
み
た
○

　
こ
の
院
は
實
葱
の
時
代
に
そ
の
姿
を
此
の
世
か
ら
隠
し
て
し
ま
っ
た
○
そ
れ
に
は
種
々
の
原

因
が
あ
っ
た
に
違
ひ
な
い
。
費
恵
に
塞
海
ほ
ご
の
手
腕
も
名
望
も
無
か
っ
た
こ
ざ
も
考
へ
ら
れ

　
　
　
　
綜
藝
種
智
院
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
三



rt3s

る
㌧
　
姻
｝
－

　
　
　
愛

ご
が
斑
來

　
一
は
塁

の
渥
舎
は

る
ご
貰
惑

ご
二
㌧
零
；
驚
ワ
）

餐
ザ
混
同
宝
力

た
で
あ
ら

自
…
に
痔
ん

る
（
繍
生
後
）

隔
罫
、
O
　
F

ノ
ぐ
穐
　

｝
ノ

　
　
　
で

蒙
ら
な
か

た
が
成
功

　
そ
の
上

幾
編
を
寺

　
　
　
護

オ
露
£

で
あ
る
が
、

少
な
か
っ
た
ビ
想
像
さ
れ
る
こ
ご
で
あ
る
。
　
二
は
経
誌
上
の
困
難
で
あ
る
。
そ

三
守
の
住
み
古
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
ご
は
面
心
に
明
記
し
て
あ
る
。
さ
う
す

代
に
は
、
徐
程
大
修
繕
を
要
す
る
時
代
こ
な
っ
て
み
た
も
の
で
あ
ら
う
。
そ
れ
も

に
あ
っ
て
絶
え
ず
修
繕
す
れ
ば
よ
か
っ
た
が
、
経
常
費
も
恐
ら
く
豊
富
で
な
か
つ

か
の
藤
原
冬
嗣
の
大
勢
力
を
以
て
起
し
た
三
面
院
さ
へ
共
の
孜
後
は
経
回
的
腿
．

で
あ
っ
て
、
承
和
七
年
に
藤
原
民
の
一
族
が
上
奏
し
て
色
々
ご
闘
病
に
訴
へ
て
る

藝
種
縛
院
も
ま
だ
藤
原
三
守
が
生
存
中
は
三
守
も
何
ご
か
援
助
し
た
か
も
知
れ

も
承
和
七
年
に
点
じ
た
Q
東
寺
は
信
仰
の
欝
に
論
え
て
も
學
舎
は
其
の
除
潤
を

9
こ
れ
東
寳
　
記
第
六
に
は
淵
將
㍉
以
二
塁
終
史
一
而
儲
響
歌
業
バ
配
二
田
園
一
彌
宛
甲
支
」
直
り
」
ご
考
へ

か
っ
た
ご
記
し
て
み
る
。

す
黒
ず
生
は
少
．
な
か
っ
た
に
礁
翫
ひ
な
い
Q
　
構
…
侶
は
そ
れ
一
み
＼
の
大
土
寸
院
内
に
W
駿
學

み
る
Q
貴
族
の
爲
に
は
大
毒
あ
り
、
國
學
が
あ
る
。
塞
出
の
頃
は
大
魚
の
最
盛
時

頃
で
す
ら
、
大
同
元
年
（
紀
元
一
四
六
六
年
）
六
月
目
弘
仁
三
年
五
月
西
天
長
元
記
入
月
ご
三
度
ほ
ご

そつにしつし。だうナの春心るは哲
のて必なた彼綜の。分時原がJ難誹

ナ
島

醗
’｝カ

第
入
十
七
號

に
根
本
の
原

で

あ

ら

ろ

ご

考

fK

ら

れ

る

だ
爾

他
に

次

の四
“四

つ
を
考
へ
る
こ
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大
乱
に
入
園
す
る
こ
ご
を
拗
め
る
勅
命
が
幽
て
る
・
。
。
貴
族
は
皆
誰
も
彼
れ
も
入
學
し
た
も
の

で
は
無
か
っ
た
ら
し
い
。
か
、
る
時
に
移
民
は
爾
更
學
問
に
向
は
な
い
で
あ
ら
う
○
從
っ
て
綜

藝
種
忙
中
に
摂
す
る
大
師
の
抱
負
は
立
涙
で
あ
る
が
、
實
質
的
に
は
當
時
の
世
の
中
に
是
露
必
要

な
も
の
で
無
か
つ
紀
か
も
知
れ
な
い
。
塞
海
の
時
よ
り
既
に
院
の
學
生
は
少
く
、
そ
の
早
耳
は
愈

々
減
少
し
た
も
の
で
あ
ら
う
。
経
濟
上
の
維
持
は
困
難
で
あ
っ
て
も
、
畢
生
が
多
か
っ
た
な
ら
、
大

師
の
後
織
者
は
其
の
尊
祭
す
る
軍
師
が
抱
負
を
注
い
だ
事
業
に
つ
き
、
ご
も
か
く
無
理
を
し
て
も

早
馬
の
命
賑
を
維
持
し
だ
に
違
ひ
な
い
。
塾
生
の
少
い
學
含
は
維
持
し
よ
う
ご
愚
っ
て
も
鶏
來

な
い
。
そ
の
上
に
経
費
に
乏
し
い
。
途
に
翠
緑
は
壌
止
す
る
こ
ご
に
決
心
し
た
も
の
で
あ
ら
う
。

　
東
燃
只
記
第
ム
ハ
に
は
本
稿
第
四
笥
洲
に
引
い
た
引
用
文
の
つ
や
き
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
の
ち
ア
の

　
　
愛
大
榎
之
構
、
修
治
難
レ
績
。
故
檜
尾
総
都
長
者
之
時
、
門
徒
相
舞
、
蟄
却
彼
駿
塁
歳
銭
…
千
四
百
貫

　
　
文
嚇
買
は
得
水
陸
田
園
h
寄
…
附
當
寺
赫
級
掴
林
勲
駝
翁
轄
法
凝
望
囎

ご
あ
る
の
は
當
時
の
事
情
を
よ
く
聾
し
て
み
る
○
檜
昆
ご
は
河
内
の
妙
心
寺
の
撫
號
で
あ
る
Q

實
悪
は
此
■
の
寺
を
榮
え
さ
せ
た
か
ら
、
彼
を
檜
即
事
都
ご
言
っ
た
の
で
あ
る
。
徳
四
郷
は
承
和
十

四
年
に
始
つ
た
。
帯
田
均
は
妄
り
に
寺
院
に
土
地
を
寄
附
す
る
こ
ご
を
禁
じ
て
あ
っ
た
か
ら
承
和

ナ
ニ
年
溺
惑
は
寄
附
を
許
し
て
貰
い
た
い
ご
願
ひ
田
た
。
そ
の
許
可
が
逸
見
省
か
ら
下
さ
れ
た
。

　
　
　
　
綜
藝
種
細
院
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

凶
器

磯



騒。

　
　
　
　
哲
畢
研
究
　
第
入
翫
丁
七
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
山
ハ

そ
の
省
符
は
東
寳
記
第
六
に
も
載
せ
て
あ
る
が
秦
は
東
寺
古
文
激
動
（
灘
轟
轟
）
か
ら
引
い
「
て

見
よ
う
。
こ
の
書
は
高
下
友
が
親
し
く
東
寺
の
右
文
書
を
覗
て
自
ら
筆
寓
し
た
も
の
で
あ
る
か

ら
信
頼
し
う
る
も
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

　
　
民
部
省
符
丹
波
國
可
…
碧
｝

　
　
永
麺
｝
入
東
寺
田
地
難
拾
離
町
留
犀
袷
歩
一
在
来
記
郡

　
　
（
中
霧
）
少
僧
都
縛
燈
大
法
爵
位
實
悪
心
偲
云
々
。
先
師
故
大
幕
都
塞
海
大
法
師
、
私
二
二
盤
ハ
名
鼻

　
　
綜
藝
院
蒋
γ
以
設
輕
更
而
飾
　
敷
業
「
配
”
曲
園
而
簾
中
支
鶏
鱒
熱
心
未
レ
畢
、
人
化
云
々
。

　
　
　
　
少
輔
從
五
位
下
橘
朝
臣
貞
雄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
從
入
位
上
守
少
録
御
船
宿
蒲
鯨

　
　
　
承
和
十
二
年
九
月
十
縫

　
　
　
　
　
　
　
（
下
馨
）

帥
ち
彼
院
を
喪
っ
た
代
金
一
千
四
百
貫
文
を
以
て
丹
波
多
紀
郡
大
山
庄
．
四
十
四
町
百
四
十
歩
を

買
取
っ
て
東
寺
へ
寄
附
し
、
傳
法
會
の
料
に
宛
て
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
綜
藝
腫
智
院
の
責
佛
は

れ
た
の
は
承
和
十
二
年
以
前
の
事
で
あ
っ
た
。


